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　浜田城跡の丘陵には、シイ、タブ、クスなどの大木が

２００本以上生い茂り、こんもりとした丸みのある豊か

な森が形成されています。これらの木々の下には、２，

３００本以上のヤブツバキが群生しており、典型的な照

葉樹林が残されています。これは、浜田城が第二次幕長

戦争で落城した後も、旧陸軍の管理地となったり、亀山

遊園として公園化が図られたことによって保全されたも

ので、江戸時代の木々が大木となって、私たちに壮大な

景観を楽しませてくれます。

　このほか、浜田城跡には、ヤブツバキ以外にも様々な

ツバキが育成して、花を楽しませてくれます。また、初

代浜田藩主・古田重治と同族で、武将、茶人として知ら

れる古田織部に千利休が送った「武蔵鐙の文」と呼ばれ

る手紙に登場するムサシアブミ（多年草）も見ることが

できます。浜田城跡は、歴史のみでなく、サクラや木々

を観察できる場所でもあります。

（文責：浜田商工会議所）　（資料提供 ：浜田市教育委員会）

浜田商工会議所ホームページ http://www.hamada-cci.or.jp/
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お店のチラシ、折り込みませんか？
　浜田商工会議所では毎月 15 日（8 月、12 月を除く）に『商工会議所だより』を発行し、全会員事業所、官公庁を含めた、
約 1,300 ヶ所に配布しています。
　キャンペーンや催事に合わせて、お店のチラシを折り込み（有料）、『商工会議所だより』を有効活用してみませんか？
　
   ＜チラシ折込のご相談は、浜田商工会議所　TEL：0855-22-3025 まで＞

会議所月報（２月１３日～３月１２日）

 会議所の動き

２月１４日（水）　浜田市共同募金審査委員会
２月１６日（金）　浜田港クルーズ客船誘致対策
　　　　　　　　ワーキング会議
２月１９日（月）　島根県西部勤労者共済会理事会
２月１９日（月）　石見観光振興協議会事業等説明会
２月２１日（水）　日本銀行松江支店１００周年記念講演
２月２１日（水）　はまだ産業振興機構事務局会議
２月２２日（木）　中国地方商工会議所連合会事務局長会議

２月２３日（金）　浜田の石見神楽検定委員会
２月２４日（土）　浜田市人権・同和教育講演会
２月２７日（火）　島根・鳥取商工会議所専務理事会
３月   ２日（金）　島根経済同友会レストランバス
　　　　　　　　・新春放談会
３月６日（火）　しまねフォーラム・エネルギー問題
　　　　　　　　　協議会交流会

新入会員のご案内/ご入会いただきありがとうございます

有限会社ライブステージ　　　　　　　広島市佐伯区五月が丘　　　　卸売業

ボードゲームハウス・さんちゃご　　　浜田市朝日町　　　　　　　　飲食業

雅サービス　　　　　　　　　　　　　浜田市内村町　　　　　　　　設備工事業

（敬称略）

大島林業　　　　　　　　　　　　　　浜田市田橋町　　　　　　　　林業　

★相談役の変更について
　中国電力株式会社　浜田営業所
　　　　所長　今田剛司氏　（前任者：大畑茂雄氏）

協議事項
１．会議所会員加入承諾について　    
　　[10 月末会員数 ] 　1,190　[1 月末会員数 ]　1,188     
　    [ 平成 29 年 4 月 1 日現在商工業者数 ]　2,281
　　[ 組織率 ]   52.08％
    　加入事業所数 ： 4　　退会事業所数 ： 6

報告事項
１． 石央商工会及び浜田市との
　　　意見交換会について

事業説明
　①「アクサ生命保険　新商品説明について」
　　　説明：アクサ生命保険㈱山陰支社
　　　　　　　支社長　　六反田　強　氏
　②「高度衛生管理型荷捌き施設について」
　　　説明：浜田市水産振興課漁港活性化室
　　　　　　　室　長　　石田　満弘　氏
　③「フットサル　ポルセイド浜田　
　　　　　Ｆ２へ参戦についてのお願い」
　　　説明：ＮＰＯ法人　浜田フットサルクラブ
　　　　　　　理事長　　三井　　茂　氏
　　　　　　　広報担当　矢野　友和　氏
　④「“クルーズ講演会 in 浜田” 開催について」
　　　説明：浜田港振興会
　　　　　　　事務局長　　大屋　邦夫　氏
　　　　　　　事務局次長　吉村　忠浩　氏

 第２０８回常議員会の報告　（２月１３日開催 )

◆ 貰 っ て う れ し い 　 使 っ て 便 利 な 　 「 浜 田 市 共 通 商 品 券 」 ◆
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浜 田 市 ・ 石 央 商 工 会 ・ 浜 田 商 工 会 議 所 意 見 交 換 会 報 告

　平成３０年２月１日（木）、浜田市金城町のきんたの里において、浜田市・石央商工会・浜田商工会
議所の３団体による意見交換会を開催しました。
　今回は、下記の内容について意見交換し、浜田商工会議所としても意見要望しました。
　今後も、浜田市の経済活性化のため、密接に連携して事業を実施する予定です

 「浜っ子春まつり」開催日 　決定！

開催日時　≫　平成３０年４月２９日（日・祝）＜小雨決行・雨天中止＞

　　　　　　　１１時００分～１６時３０分（予定）

コ ー ス　  ≫　栄町＝新町＝紺屋町＝牛市町＝朝日町＝銀天街（予定）

協賛イベント　   ≫　商店街「楽市」＜新町・紺屋町・朝日町・銀天街＞　

　　　　　　    各所でイベントが行われる予定です。

お問い合わせ　≫　浜っ子春まつり実行委員会事務局

　　　　　　　　　　　　（一般社団法人　浜田市観光協会内）

　　　　　　　　　 TEL：０８５５－２４－１０８５

今年も浜田の春の風物詩「浜っ子春まつり」の時期がやってまいりました。
この日は江戸時代にタイムスリップして「浜っ子春まつり」を楽しんでください！！

マ ル 経 資 金 ( 経 営 改 善 貸 付 ) - 無担保 ・ 無保証人 ・ 小規模事業者経営改善資金 -

運転資金　最長 7 年

設備資金　最長 10 年（平成 30 年 2 月 9 日現在）　
（据置 1 年以内を含む）　

（据置 2 年以内を含む）　

　マル経資金は、安心・有利な公的融資制度、小規模事業所の方々の経営の改善に役立てて頂くための国の融資制度です。
　

※運転資金・設備資金は今回の申込金額と利用残高の合計が1,500万円を超える場合、事業計画書、報告書が必要となります。

≪お問い合わせ≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　TEL　０８５５－２２－３０２５

運転資金・設備資金　2,000 万円　 　 利率　1.11％ ( 固定金利 )　　返済期間　　

　　【浜田市】
　　　 ◇ 　浜田市の施策について
　　　　　　　　浜田市長の所信表明より経済関係の主要施策について説明

　　【意見交換会】
　　　（１）　石見の国特産品総覧会（商談会）について
　　　　　　　第４回の開催報告を行い、５回目の開催計画については、第４回の開催内容を踏まえて
　　　　　　　現在の計画概要について岡田専務より説明し、浜田市と石央商工会に協力を要請した。

　　　（２）　浜田の石見神楽検定について
　　　　　　　神楽検定について、これまでの実施状況の説明と浜田市及び石央商工会職員等の受験の
　　　　　　　協力を依頼した。
　　　
　　　（３）　円滑な事業承継の推進について
　　　　　　　・事業承継の推進について
　　　　　　　　　浜田市産業経済部　湯淺参事より事業承継の取り組みについて説明。
　　　　　　　　　浜田事業承継サポート窓口の強化、浜田市事業承継推進会議の設置等について
　　　　　　　　　石央商工会及び浜田商工会議所に協力を要請した。
　　　　　　　・事業承継支援事例発表
　　　　　　　　　浜田商工会議所及び石央商工会管内での事業承継事例について、１件ずつ事例発表。
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トラック輸送をご利用の荷主様へのお願い

共済の加入・脱退の手続きはお済みですか？

『生命共済制度・漁火』

『特定退職金共済制度』

■生命共済・特定退職金共済取扱：アクサ生命保険㈱ ℡ 23-2851

■特定退職金共済取扱：大同生命保険㈱ ℡ 22-5965 ／住友生命保険 ℡ 22-5044

　春は人事異動の時期です。現在、商工会議所共済制度の『生命共済制度・漁火』および『特定退職金共済制度』

をご利用の事業所さんで、新規雇用をされた方がおられましたら、ご加入手続きをよろしくお願いいたします。

　現在共済制度をご利用でない事業所さんにつきましては、この春から始められませんか？

　割安な掛金で、業務上、業務外を問わず２４時間保障の上、ガン死亡特約付きです。さらに当所独自の見舞金

や祝金制度も充実しております。その上、毎年収支計算を行い、剰余金が生じた場合は、契約者あてに契約者配当

金をお支払します。

　 老後保障という意味からも中小企業でも設けているところが多くなりました。これは、従業員の退職後の生活に

経済的な保障を与えることにより、採用はもちろん勤務意欲や定着化を高めるうえで重要な役割を持つ労働条件の

１つであると言えます。

　福利厚生の充実は企業価値を高め、優秀な人材確保に役立ちます。是非ご検討ください。

   事業所新規加入、追加加入、増口等の手続詳細については、浜田商工会議所（℡ 22-3025）または下記共済制度

推進員へお気軽にお尋ねください。

　平成３０年２月２日（金）～３日（土）の２日間にわたり、広島市中小企業会館総合展示館を会場として、第

１６回ビジネスフェア中四国２０１８が開催されました。

　このフェアは、中四国地方の企業・団体が熱意とこだわりをもって開発した商品を一堂に集めた、当地域最大級

の見本市です。

　このたびのビジネスフェアには、当所会員から、山陰クボタ水道用材株式会社、有限会社島根ポークケンボロー

手作りハム工房、ナダカツ株式会社の３社が出展しました。

　　【速報値】

　　　　・バイヤー来場者数（２日間ＴＯＴＡＬ）

　　　　　　３８０社　６５０名

　　　　・商談件数　　２，９８０件

　　　　　　　　　　　　内訳　２月２日　１，７９０件

　　　　　　　　　　　　　　　２月３日　１，１９０件

　　　　・一般来場者数（２月３日のみ）　　２，５１４名

　全国から集まるバイヤーとのビジネスマッチングの場として定着しており、今後、成約に向けたそれぞれの取組みが重要と

なってきます。

　平成３１年開催予定の『第１７回ビジネスフェア中四国２０１９（仮称）』について詳細が決定しましたら、ご案内をしますので、

ぜひご参加ご検討ください。

　　

第 １ ６ 回 ビ ジ ネ ス フ ェ ア 中 四 国 ２ ０ １ ８

～ 中 四 国 最 大 級 の イ ベ ン ト に １ ２ ８ 企 業 ・ 団 体 が 集 う ～

各小間においてバイヤー来場者と商談する出展者たち
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ネ
ー
タ
ー
村
上

弘
基
様
を
お
招
き
し
、「
事
業
承

継
に
お
け
る
カ
ン
違
い
！ 

事
業

承
継
は
相
続
か
？
」と
い
う
テ
ー

マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
講
演
冒
頭
で
『
事
業
承
継
』

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
、「
い

つ
や
る
の
？
」「
今
で
し
ょ
」
と

す
ぐ
に
で
も
承
継
を
し
て
い
く

事
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
、
会
社
に
お
け

る
『
後
継
者
』
っ
て
、
ど
ん
な

人
？　

二
、後
継
者
の
皆
さ
ん
！

従
業
員
さ
ん
と
「
契
り
」
を
結

ん
で
い
ま
す
か
？　

三
、
後
継

者
の
み
な
さ
ん
も
、
投
資
家
的

発
想
を
持
ち
ま
し
ょ
う
ね
！　

四
、「
企
業
理
念
」
と
「
経
営
理

念
」
っ
て
、違
う
ん
で
す
ね
・・・
。

と
四
項
目
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

お
話
し
を
頂
き
ま
し
た
。

　

一
、
の
お
話
中
で
、『
後
継
者
』

と
は
、す
ぐ
に
で
も
社
長(

主
役)

の
代
わ
り
が
出
来
る
人
の
事
で

あ
り
、
事
業
承
継
と
は
、
友
好

的
な
乗
っ
取
り
で
あ
る
と
お
聞

き
し
、
私
自
身
の
実
力
は
そ
こ

ま
で
達
し
て
い
る
の
か
と
感
じ
、

今
後
の
課
題
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
三
、四
、
の
お
話
の
中
で
、

社
長
も
自
分
の
会
社
に
投
資
し

て
い
る
投
資
家
で
あ
る
。
と
い

う
事
や
、
会
社
の
存
在
意
義
と

は
何
な
の
か
を
考
え
、
そ
れ
を

理
念
に
す
る
べ
き
で
あ
り
、
存

在
意
義
と
な
る
べ
き
自
社
の
強

み
は
、
お
客
様
に
聞
い
て
み
る

事
が
一
番
で
あ
り
、
反
対
に
弱

み
の
部
分
は
自
社
の
社
員
に
聞

く
と
的
確
に
分
か
る
な
ど
お
話

し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
例
会
で
、
現
在
の
状

況
や
今
後
の
課
題
を
具
体
的
に

見
つ
け
だ
し
、
今
後
の
業
務
等

に
活
か
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸

い
で
す
。

（
研
修
委
員
会　

岡
本　

直
樹
）

第
三
十
七
回　

全
国
大
会

　

岐
阜
か
か
み
が
は
ら
大
会

　
　
　
　
　

 

岐
阜
県
岐
阜
市

講
演
の
様
子
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浜 田 市 景 況 レ ポ ー ト （ 平 成 ２ ９ 年 １ ２ 月 号 　 N o . １ １ ８ ） 提 供 ： 日 本 海 信 用 金 庫

概　　　況
１．雇用状況
　浜田管内における月間有効求人倍率（パートを含む）は、
平成29年10月が1.50倍、11月が1.55倍、12月が1.72倍で推
移し、3ヶ月間（10月～ 12月）の対前年同期比較でみると、
前年の1.50倍に対し、今年は1.59倍と上昇している。

２．漁業水揚高状況
　平成29年10月～ 12月の漁業水揚高は、数量が3,435ｔ、
金額は1,303百万円となっており、前年同期と比較し、数
量は10.9％の減少、金額は8.0％の減少となっている。
　また、漁業種別水揚金額の増減では、沖合底曳が0.2％
の減少、巾着は15.2％の減少、イカ釣は6.3％の減少等と
なっている。

３．新設住宅着工戸数
　浜田市、江津市、益田市の3市における平成29年9月～平
成29年11月の新設住宅着工戸数は、合計180戸となってお
り、前年同期と比較し51戸増加している。浜田市において
は7戸の減少である。

４．島根県信用保証協会保証承諾状況
　島根県信用保証協会浜田支店における平成29年10月～
12月の保証承諾は、113件の1,798百万円となっており、前
年同期と比較し件数は26件の減少、金額は486百万円の減
少となっている。

５．瓦の生産・出荷状況
　石州瓦工業組合の調査によると、平成29年10月～ 12月
の瓦の生産枚数は、11,735千枚で前年同期比8.4％の減少、
出荷枚数は9,641千枚で同19.9%の減少となっている。

６．公共工事請負契約状況
　浜田地区における平成29年10月～ 12月の公共工事請負
金額は、3,404百万円となっており、前年同期と比較し5.3％
の減少、益田地区は3,309百万円で同107.6％の増加となっ
ている。

平成29年12月の月間有効求人倍率、（　）内は平成28年12月

（参考　資料出所　島根労働局職業安定部）

全　県 松江管内 出雲管内 大田管内 益田管内 浜田管内

1.82 1.86 1.81 1.96 2.20 1.72

（1.65） （1.74） （1.61） （1.37） （2.03） （1.62）

平成29年9月～ 29年11月（　）内は前年同期

（参考　資料出所　島根県建築住宅課）

全県 松江・出雲 大田市 益田市 江津市 浜田市

1,158 812 25 98 24 58

（1,170） （884） （42） （45） （19） （65）

⑴　水揚高（ｔ）

⑵　水揚金額（百万円）

単位：百万円

（参考　資料出所　JFしまね浜田支所） （参考　資料出所　西日本建設業保証(株)島根支店）

27年
10月～
　12月

28年
10月～
　12月

対前年
同期増減比
（％）

29年
10月～
　12月

対前年
同期増減比
（％）

沖合底曳網 1,244 1,151 ▲7.5 1,313 14.1

機船巾着網 2,989 2,299 ▲23.1 1,791 ▲22.1

い か 釣 343 69 ▲79.9 68 ▲1.4

定 置 網 80 193 141.3 110 ▲43.0

一 本 釣 36 28 ▲22.2 23 ▲17.9

そ の 他 11 11 　0.0 59 436.4

陸 送 102 103 1.0 70 ▲32.0

合 計 4,805 3,854 ▲19.8 3,435 ▲10.9

27年
10月～
12月

28年
10月～
12月

対前年
同期増減比
（％）

29年
10月～
12月

対前年
同期増減比
（％）

沖合底曳網 622 654 5.1 653 ▲0.2

機船巾着網 354 448 26.6 380 ▲15.2

い か 釣 277 96 ▲65.3 90 ▲6.3

定 置 網 17 27 58.8 20 　▲25.9

一 本 釣 38 34 ▲10.5 30 ▲11.8

そ の 他 5 6 20.0 20 　233.3

陸 送 160 153 ▲4.4 111 ▲27.5

合 計 1,474 1,417 ▲3.9 1,303 ▲8.0

単位：件、百万円

（参考　資料出所　島根県信用保証協会）

平成28年10月～ 12月 平成29年10月～ 12月 増　　　減
件数 金額 件数 金額 件数 金額

支店別
浜田支店 139 2,284 113 1,798 △26 △486
益田支店 136 1,974 105 1,264 △31 △710
地区別
浜 田 市 87 1,452 67 749 △20 △703
江 津 市 35 641 28 779 △7 138
益 田 市 97 1,449 74 985 △23 △464
島根県計 810 11,587 802 12,503 △8 916

平成28年
10月～ 12月

平成29年
10月～ 12月

対前年
同期増減比（％）

浜 田 地 区 3,596 3,404 ▲5.3
益 田 地 区 1,594 3,309 107.6
津和野地区 1,057 1,608 52.1
川 本 地 区 1,648 1,286 ▲22.0
島根県合計 23,989 26,003 8.4



(7) 平成30年3月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第360号

国 の 教 育 ロ ー ン ( 日 本 政 策 金 融 公 庫 ) の ご 案 内
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